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先生方の今の現状及び英語授業改善に関わる調査をします。本講習を進める際の参考にしますので、客観的にご自身をご判断下さい。

氏名（　　　　　　　　　　　　　　）

１．現状に関わる調査
次のそれぞれの項目について、あなたの今の状況についてあてはまる番号に○をつけて、その理由があれば、簡潔に書いて下さい。
＊それぞれの項目に対して
５：十分到達している　４：概ね到達している　
３：到達しているかどうかはどちらともいえない
２：あまり到達していない　１：全く到達していない

（英語教育者に必要な英語運用能力）
１．英語を話す人と意思疎通ができる《適切にコミュニケーションを取れる》。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２．指導者として、ふさわしい発音、リズム、イントネーション・強勢等で英語を話せる。
　　５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３．テキストの意味内容を考えた強勢・リズム・イントネーション及び適切なポーズをとりながら中学校の英語の教科書を音読できる。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４．生徒の理解の程度に合わせて英語を使い、常に生徒とインターラクションを図りながら英語で授業を進めることができる。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

５．文法が実際に使われる場面・状況を理解できる。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

６．文法を生徒に簡潔にわかりやすく説明できる。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

７．英語の誤文を正しく訂正できる。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

８．ALTと意思疎通を取りながら、Team-Teachingを進めることができる。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

９．英語で、人前で自分の意見・考え等を発表するとき、聴衆を意識した『話し方』をするように心がけながら話すことができる。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（英語授業及び第二言語（外国語）習得理論に関する知識・理解）
10．これからの日本の英語教育が目指す方向を理解している
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

11．Listening指導における3つのステップを理解し、それに応じた指導（教材作成）ができる。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

12．Reading指導における3つのステップを理解し、それに応じた指導（教材作成）ができる。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

13．Speaking指導における基本的なステップを理解し、それに応じた指導（教材作成）ができる。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

14．Writing指導における学習者の困難さを理解し、それに応じた指導（教材作成）ができる。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

15．音声と文字を結びつける指導方法を理解し、それに応じた指導（教材作成）ができる。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

16．4技能を統合した指導（教材作成）ができる。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

17．視聴覚教材の効果的な使用方法を理解でき、適切な場面で使うことができる。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

18．CAN-DOリスト形式の学習到達目標と評価やテストについて理解できている。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

19．TPRの指導理論を理解し、TPRを用いて、語彙・文法を指導することができる。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

20．歌やチャンツを活用した英語音声の効果的な指導ができる。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

21．外国語（英語）教育や第二言語習得に関して、基本的な内容を理解している。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（効果的な授業設計力及び実践能力）
22．１時間の英語授業を第二言語及び外国語習得の認知プロセスに基づき設計できる。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

23．学習目標に沿った授業形態（全体、ペア、グループ等）を適切に選び、授業を組立てることができる。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

24．生徒の集中力を考慮した学習（言語）活動の種類と時間を適切に配分できる。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

25．生徒中心の活動や生徒間のインターラクションを促す活動を企画できる。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

26．到達目標を明確にした授業を組み立てることができる（１単元から年間を通して）。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（英語授業観察及び分析力）
27．自分が受けてきた中学での英語授業に対する問題点が理解できる。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

28．英語授業の観察を通じて、その授業の良い点及び改善点を指摘できる。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

29．第二言語（外国語）習得理論を踏まえた（新しい）教え方を理解している。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（（言語）教育者としての資質・能力・教養）
30．人前で自分の意見・考え等を発表するとき、聴衆を意識した『話し方』をするように心がけながら話すことができる。(日本語)
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

31．常に生徒の興味・関心あることに気付き（理解し）、それを授業で活用できる。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

32．中学生の発達段階を意識し、かつ理解した指導及び生徒への働きかけができる。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

33．個々の生徒に対して、柔軟に対応できる。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

34．生徒《中学生》理解の方法を理解できている。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

35．教育をめぐる多くの分野について、自分の視野を積極的に広げようとしている。
５・４・３・２・１
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


２．授業改善に関わる調査
以下の項目についてお答え下さい。
＊あなたの授業で改善を必要とする項目に○をつけてください。
　（１）英語そのものに関すること
　　　　　　　１．授業における指導者の英語運用力
　　　　　　　２．英語の文法力
　　　　　　　３．語彙力
　　　　　　　４．英語を教える際に必要な背景的知識

　（２）指導に関すること　
　　　　　　　1．「聞く」力をつける指導
　　　　　　　2．「話す」力をつける指導
　　　　　　　3．「読む」力をつける指導
　　　　　　　4．「書く」力をつける指導
　　　　　　　5．Communicationのための文法指導
　　　　　　　6．語彙指導
　　　　　　　7. 発音指導
　　　　　　　8．２つ以上の技能を統合した指導
　　　　　　　9.　積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成
　　　　　　 10．授業の進め方、展開、構成
　　         11．生徒とのinteraction
             12．教科書の効果的な指導
　　         13．学習者中心の授業
             14.  学力差に対応できる指導
　　         15．英語に興味を持たせる指導
　　　     　16．評価目標を明確にした授業（指導と評価の一体化を図る授業）
　　
（３）教材に関すること
　　　　　　　１．教材選択
　　　　　　　２．教材の改変
　　　　　　　３．教材作成（開発）
　　　　　　　４．教材改変作成のためのリソースの探し方

（４）テストと評価に関すること
　　　　　　　１．適切な評価方法　
　　　　　　　２．テストの作り方
　　　　　　　３．テスト結果の分析・活用の仕方　　
　　　　　　　４．生徒へのフィードバック
　　　　　　　５．自己評価、相互評価の活かし方　
　　
（５）生徒に関すること
　　　　　 　１．生徒への発問のしかた、タイミング
　　　　　　 ２．生徒全体への関わり方
　　　　　　 ３．個々の生徒への関わり方
　　　　　　 ４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



＊本講習に参加された理由をお書きください。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



ご協力ありがとうございました。
